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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　当社グループでは、株主をはじめとするすべてのステークホルダーの皆さまから信頼される誠実で透明性の高い経営を実現するため、コーポレ 
ート・ガバナンスが有効に機能する経営組織体制・経営システムの構築・維持を重要な経営課題の一つと認識しており、社会環境、法制度等の変
化に応じた経営監視体制など、当社グループにふさわしい仕組みを随時検討し、コーポレート・ガバナンスの更なる強化に向け継続した改善を図
ることを基本方針としております。 
 
 

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

　当社は、コーポレートガバナンス・コードの各原則について、全てを実施しております。 
 
 

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１-４ 政策保有株式】 
　当社は、純投資目的以外の目的である投資株式のうち、国内外の一般上場株式については、毎年個別の銘柄毎に受取配当金や関連する収益
を定量的に検証するとともに、当社企業価値の向上に寄与しているかといった定性面についても精査し、保有意義の見直しを行っております。検
証の結果、保有意義が認められる銘柄については、継続して保有し、保有による効果・便益を追求してまいります。一方、保有意義が希薄化した
銘柄については、一定期間内での改善を目指してまいりますが、改善が見込めない銘柄については売却を検討してまいります。なお、保有意義の
見直しは、取締役会及び経営会議にて個別の銘柄毎に検証を行っております。 
　また、政策保有株式に係る議決権行使については、企業価値を向上させる議案には賛成し、企業価値を毀損させると判断される議案には反対
いたします。 
　なお、不祥事やコンプライアンス違反およびＥＳＧ課題への取り組み等に著しく問題がある行為は、企業価値を毀損するものと見なしますが、そ
れらの行為と各議案を個別に精査した上で、議案への賛否を判断いたします。 
 
 
【原則１-７ 関連当事者間の取引】 
　当社は、競業取引、取締役と会社間の利益相反取引を取締役会承認事項としており、毎期、競業取引、利益相反取引、関連当事者取引及び他
会社等の重要な兼職状況の確認と管理を行っております。 
 
 
【原則２-６ 企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】 
　年金資産の運用については、経営企画部長・財務部長・人事部長をはじめ、受益者代表としての労働組合幹部等で構成される退職年金資産運
用委員会において方針の決定や定期的なモニタリングを行い、年金資産運用の適正化を図っております。 
　また、企業年金の運営については、担当組織において必要な経験や資質を備えた人材を配置するとともに育成を行い、運用機関に対して運用
実績や運用方針等を勘案して総合的に評価・モニタリングを行っております。 
 
 
【原則３-１ 情報開示の充実】 
I)　当社は、グループ理念として「技術力を培う、豊かさを求める、社会に貢献する」を掲げ、誠実性と透明性を経営上の基本的な規範として事業
運営に取り組んでおります。 
　また、2016年度からの5ヵ年中期経営計画において、中期ビジョンを「グループ総力を結集し、トータルソリューションで新たな成長ステージへ」と
定め様々な取組みを推進しております。 
　2018年10月に同業３社を子会社化したことに伴い、昨今の事業環境を踏まえ、基本方針および2020年度の業績目標を見直し、2019年5月に発
表しております。 
　なお、詳細については当社ウェブサイト（株主・投資家情報ページ内の経営方針）に掲載しておりますのでご参照ください。 
 
II)　当社グループでは、株主をはじめとするすべてのステークホルダーの皆さまから信頼される誠実で透明性の高い経営を実現するため、コーポ
レート・ガバナンスが有効に機能する経営組織体制・経営システムの構築・維持を重要な経営課題の一つと認識しており、社会環境、法制度等の
変化に応じた経営監視体制など、当社グループにふさわしい仕組みを随時検討し、コーポレート・ガバナンスの更なる強化に向け継続した改善を
図ることを基本方針としております。 
 
III)　「取締役会が経営陣幹部・取締役の報酬を決定するに当たっての方針と手続」については、下記「 ＩＩ経営上の意思決定、執行及び監督に係る
経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況　【取締役報酬関係】　報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容」に記載
のとおりであります。 
 
IV)　取締役候補は、人格・識見ともに優れ、強い倫理観や変革を進める行動力、指導力等を有し、的確な意思決定ができる者を、取締役会の内
部機関である「指名委員会」の審議を経て代表取締役が推薦し、取締役会において適否を審議、内定し、株主総会に諮る方法をとっております。 
　代表取締役及び役付取締役については、取締役会において選解任を決定しております。 
　取締役会は、解任すべき取締役がある場合は、株主総会へ当該取締役の解任議案を上程することとしております。 
　監査役候補は、企業経営の経験や財務及び会計に関する専門知識等、監査役としての役割を果たすうえで必要となる高い識見を持った者を代
表取締役が推薦し、監査役会の同意を得て株主総会に諮る方法をとっております。 
 
V)取締役・監査役候補の指名・解任にあたっては、株主総会招集通知等において、その理由を開示しております。 
 
 
【補充原則４-1-1】 
　当社取締役会は、法令および取締役会規程に定める重要な業務執行の決定や取締役の職務の執行の監督等を行っております。また、経営陣
に対する委任の範囲については責任規程等により明確に定めております。 



 
 
【原則４-９ 独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】 
　当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第436条の２、第445条の４、および同取引所が定める独立性に関する判断基準（「上場
管理等に関するガイドライン」）に従い、独立役員を確保することとしております。 
　なお、各独立役員の選任の理由は、下記「II 経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の
状況」に記載のとおりであります。 
 
 
【補充原則４-１１-１】 
　取締役の構成において、来歴、専門分野等のバランス・多様性を確保することにより、取締役会の活性化やガバナンスの向上を図っております。 
　取締役の員数は、激しく変化する事業環境等に迅速かつ的確に対応できる体制と考えており、執行役員制度を採用することにより意思決定のさ
らなる迅速化を図っております。 
　取締役の選任に関する方針・手続は、上記「原則３－１（IV）」に記載のとおりであります。 
 
 
【補充原則４-１１-２】 
　取締役・監査役の兼任状況は、期待する役割・責務を果たすうえで合理的な範囲内となっております。 
　なお、取締役・監査役の重要な兼職の状況及び社外役員の主な活動状況を、株主総会招集通知において毎年開示しております。 
 
 
【補充原則４-１１-３】 
　当社では、取締役会の機能を向上させ、企業価値を高めることを目的として、取締役会の実効性につき、全取締役・監査役を対象にアンケートを
実施し、外部機関による客観性を確保した集計・分析を行っており、当該分析結果並びに取締役会での議論を踏まえ、当社の取締役会は規模・
構成・運営状況等において経営上重要な意思決定や業務執行の監督を行うための体制が構築されていると確認いたしました。 
　当社では、2018年度の取締役会の実効性評価の結果を踏まえ、2019年度は取締役会の構成の見直しに取り組み、2020年6月24日より取締役を
15名体制から12名体制とするとともに、独立社外取締役を3名から4名に増員いたしました。また、独立社外取締役、独立社外監査役への事前説
明を充実させるとともに、独立社外取締役と監査役との意見交換会、現場視察等を実施することで独立社外取締役、独立社外監査役にも取締役
会での議論や判断に有益な情報が行き渡るようにいたしました。各事業部の事業戦略等を早い段階で議論し、方向性を合わせる「ベクトルミー
ティング」では本年度11件の案件について、今後の経営の方向性を判断するための有益な議論を行いました。 
　一方で、今回実施した実効性評価の結果から、更なるガバナンス強化に向け、取締役会に上程する議案の見直しや早期の資料の配付による議
論の時間の確保、経営計画等の進捗状況のフォローアップの必要性について意見を共有いたしました。今後、当社の取締役会では本実効性評価
と意見を踏まえ、実効性の向上に向けて十分な検討を行い、取締役会の機能を高める取り組みを継続的に進めてまいります。 
 
 
【補充原則４-１４-２】 
　取締役・監査役は、知識や能力の向上を図るため、自己研鑽に努めるとともに、継続的に社外研修への参加や役員研修を受講することとしてお
ります。 
 
 
【原則５-１ 株主との建設的な対話に関する方針】 
　当社では、経営企画部をＩＲ担当部署としており、専任者を配置しております。株主及び投資家とのコミュニケーションを重視し、開かれた株主総
会や積極的でわかりやすいＩＲ活動などを通じて、当社グループへの理解を深め、適正な評価と信頼をいただけるよう取り組むことを基本方針とし
ております。 
 
 
【補充原則５-１-２】 
I）経営企画部に専任のＩＲ担当者３名を配置し、経営企画担当役員をIR担当役員に指定しております。 
 
II)ＩＲ担当者は、建設的な対話を行うために必要な情報である業績・各種施策の進捗状況、将来に向けた営業戦略等を収集するため、主要な会議
に出席するとともに、適宜、関係部署との意見交換を行っております。 
 
III)機関投資家及び証券アナリスト向けの決算説明会を年２回実施し、代表取締役が業績等の説明を行っております。また、当社の事業内容や技
術力・現場力の高さについて理解を深めていただくための「事業説明会」、「現場説明会」を適宜開催しております。 
 
IV)対話における質問・意見については、適宜取りまとめ、経営陣に直接フィードバックし、当社経営のレビュー等に活用しております。 
 
V）「インサイダー取引に関するリスク別マニュアル」及び「ＩＲ活動における基本行動要領」を定め、インサイダー情報の管理を徹底しております。 
 
 
 
 
 
 

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%以上20%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 13,358,000 11.89

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 10,860,600 9.67

協和エクシオ　従業員持株会 4,136,963 3.68

住友生命保険相互会社 2,296,980 2.04

住友不動産株式会社 2,081,600 1.85

株式会社日本カストディ銀行（信託口５） 1,980,800 1.76

株式会社日本カストディ銀行・三井住友信託退給口 1,834,000 1.63

JP　MORGAN　CHASE　BANK 385781 1,684,022 1.50

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,532,159 1.36

株式会社日本カストディ銀行 
（三井住友信託銀行再信託分・住友電気工業株式会社退職給付信託口）

1,500,000 1.34



支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

――― 

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3 月

業種 建設業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1000億円以上1兆円未満

直前事業年度末における連結子会社数 50社以上100社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

――― 

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

――― 



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 15 名

定款上の取締役の任期 2 年

取締役会の議長 会長（社長を兼任している場合を除く）

取締役の人数 12 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 4 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

4 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

金澤　一輝 他の会社の出身者

小原　靖史 他の会社の出身者

岩﨑　尚子 学者

望月 達史 その他

※　会社との関係についての選択項目 
※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」 
※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立 
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

金澤　一輝 ○

（業務執行者であった法人等） 
川崎製鉄株式会社 
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 
ＪＦＥホールディングス株式会社 
学校法人中部大学 
 
当社と上記法人等との間には重要な取引
等の関係がないため、当社の意思決定に
影響を与える利害関係はないと判断して
おります。

　ＪＦＥホールディングス株式会社等の役員と 
して企業経営等の豊富な経験と幅広い識見を
有し、これまで社外取締役として当社の重要な
経営判断の場において適切な助言及び提言を
行ってきた実績から、今後も取締役会の監督
機能の強化と透明性の確保への貢献が期待
できるため、社外取締役に選任しております。 
　また同氏は、東京証券取引所の「上場管理等 
に関するガイドライン」における、一般株主と 
利益相反の生じるおそれがあると判断する基
準に該当していないことから、独立役員として
指定しております。

小原　靖史 ○

（業務執行者であった法人等） 
トヨタ自動車株式会社 
トヨタ東京カローラ株式会社 
大阪トヨタ自動車株式会社 
 
当社と上記法人等との間には重要な取引
等の関係がないため、当社の意思決定に
影響を与える利害関係はないと判断して
おります。

　トヨタグループにおける豊富な経営経験と幅 
広い識見を有し、これまで社外取締役として当 
社の重要な経営判断の場において適切な助言
及び提言を行ってきた実績から、今後も取締役
会の監督機能の強化と透明性の確保への貢
献が期待できるため、社外取締役に選任して
おります。 
　また同氏は、東京証券取引所の「上場管理等 
に関するガイドライン」における、一般株主と 
利益相反の生じるおそれがあると判断する基
準に該当していないことから、独立役員として
指定しております。

岩﨑　尚子 ○



（業務執行者であった法人等） 
学校法人早稲田大学（現在） 
ＮＰＯ法人国際ＣＩＯ学会（現在） 
シンガポールナンヤン工科大学（現在） 
総務省（現在） 
ＡＰＥＣスマート・シルバー・イノベーショ 
ン委員長（現在） 
 
当社と上記法人等との間には重要な取引
等の関係がないため、当社の意思決定に
影響を与える利害関係はないと判断して
おります。

　国際関係、国・自治体行政、災害対策・ＢＣ 
Ｐ、高齢化社会、女性活躍推進等におけるＩＣ 
Ｔ利活用に関する国際的な第一線の研究者・
専門家であり、当社の重要な経営判断の場に
おける適切・有益な助言及び提言が期待でき
ることから、取締役会の監督機能の強化と透明
性の確保につながると判断したため、社外取
締役に選任しております。 
　また同氏は、東京証券取引所の「上場管理等 
に関するガイドライン」における、一般株主と 
利益相反の生じるおそれがあると判断する基
準に該当していないことから、独立役員として
指定しております。

望月 達史 ○

（業務執行者であった法人等） 
総務省 
内閣府 
三重県 
地方公共団体情報システム機構 
一般財団法人消防防災科学センター 
全国町村議会議長会（現在） 
 
当社と上記法人等との間には重要な取引
等の関係がないため、当社の意思決定に
影響を与える利害関係はないと判断して
おります。

　長年にわたり中央省庁、地方自治体等の要
職を歴任しており、その職歴を通じて培った幅
広い識見から、社外取締役としての役割を適
切に遂行できることが期待できるため、社外取
締役に選任しております。 
　また同氏は、東京証券取引所の「上場管理等 
に関するガイドライン」における、一般株主と 
利益相反の生じるおそれがあると判断する基
準に該当していないことから、独立役員として
指定しております。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員

（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
社外有識者

（名）
その他（名） 委員長（議長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名委員会 7 0 3 4 0 0 社内取締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

報酬委員会 7 0 3 4 0 0 社内取締役

補足説明

　当社は、取締役会の内部機関として「指名委員会」「報酬委員会」を設置し、企業統治の更なる充実に努めております。指名委員会は取締役候
補の選任等に関する審議を、報酬委員会は取締役報酬・賞与等に関する審議を行い、取締役会へ所要事項を報告しております。 
　なお、上記「任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性」については2020年度の状況を記載しております。 
　2020年度の委員構成は以下のとおりであります。 
指名委員会 （委員長）黒澤 友博取締役 
　　　　　　　　（委員）樋口 秀男取締役、浅野 健志取締役、 金澤 一輝社外取締役、小原 靖史社外取締役、岩﨑 尚子社外取締役 
　　　　　　　　 望月 達史社外取締役 
報酬委員会 （委員長）大坪 康郎取締役 
　　　　　　　　（委員）光山 由一取締役、三野 耕一取締役、金澤 一輝社外取締役、小原 靖史社外取締役、岩﨑 尚子社外取締役 
　　　　　　　　 望月 達史社外取締役 

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 5 名

監査役の人数 4 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

　監査役は、会計監査人との間で、会計監査における年度計画策定時の意見交換及び四半期・年度監査に関する報告会等の定例会合を通じ 
て、また、内部監査部門との間では、内部監査における年度計画策定時の意見交換及び業務監査に関する報告会等の定例会合を通じて、適正 
な監査意見形成のための実効的な連携に努めております。 

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

2 名

会社との関係(1)



氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

荒牧　知子 公認会計士 △

山田　眞之助 公認会計士

※　会社との関係についての選択項目 
※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」 
※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立 
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

荒牧　知子 ○

（業務執行者であった法人等） 
センチュリー監査法人 
通商産業省 
日本アイ・ビー・エム株式会社 
荒牧公認会計士事務所（現在） 
株式会社三城ホールディングス 
日本年金機構の資産管理の在り方に関
する会議委員 
独立行政法人郵便貯金簡易生命保険管
理・郵便局ネットワーク支援機構有識者会
議委員（現在） 
 
当社と上記法人等との間には重要な取引
等の関係がないため、当社の意思決定に
影響を与える利害関係はないと判断して
おります。

　公認会計士及び税理士として財務及び会計
に関する豊富な経験と専門知識を有し、監査
役職務の適切な遂行が期待できるため、社外
監査役に選任しております。 
　また同氏は、東京証券取引所の「上場管理等 
に関するガイドライン」における、一般株主と 
利益相反の生じるおそれがあると判断する基
準に該当していないことから、独立役員として
指定しております。

山田　眞之助 ○

（業務執行者であった法人等） 
監査法人朝日会計社 
有限責任あずさ監査法人 
日本公認会計士協会 
公認会計士山田眞之助事務所（現在） 
 
当社と上記法人等との間には重要な取引
等の関係がないため、当社の意思決定に
影響を与える利害関係はないと判断して
おります。

　公認会計士として財務及び会計に関する豊
富な経験と専門知識を有し、監査役職務の適
切な遂行が期待できるため、社外監査役に選
任しております。 
　また同氏は、東京証券取引所の「上場管理等 
に関するガイドライン」における、一般株主と 
利益相反の生じるおそれがあると判断する基
準に該当していないことから、独立役員として
指定しております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 6 名

その他独立役員に関する事項

　独立役員の資格を充たす社外役員を全て独立役員に指定しております。 

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

その他

該当項目に関する補足説明

　2019年6月21日開催の第65回定時株主総会において、取締役に対して、当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとするとともに、
株主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的として、ストックオプション制度に代えて譲渡制限付株式報酬制度を導入することが決議され
ました。 
　その限度額は、業績連動型譲渡制限付株式について年額50百万円以内、勤務継続型譲渡制限付株式について年額50百万円以内とご承認い
ただいております。 

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明



――― 

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

2019年度における当社の取締役及び監査役の報酬等の額 
　取締役　　１３名　　３３８百万円　（うち社外取締役 　４名 ２８百万円） 
　監査役　　　５名　　　５６百万円　（うち社外監査役　 ２名 １５百万円） 
 
（注）１．上記には、2019年６月21日開催の第65回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役２名（うち社外取締役１名）、 
　　　　　監査役１名を含めております。 
　　　２．上記には、無報酬の取締役５名を含めておりません。 
　　　３．上記報酬等の額にはストックオプションによる報酬額、譲渡制限付株式による報酬額及び取締役賞与支給見込額を含めております。 
　　　　　なお、当事業年度において、ストックオプションの新たな付与は行っておりません。 

報酬の額又はその算定方法の決定方
針の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

　当社の役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関しては、企業価値の増大に寄与し、短期及び中長期の業績向上に対するインセンティ
ブが有効に機能すること、また、情報通信ネットワーク構築のリーディングカンパニーとして、優秀な人材が確保できる水準であることを基本方針と
しております。 
　役員の報酬額およびその算定方法の決定に関する方針については、決定プロセスの透明性および公正性を確保するため、取締役会において
選任した取締役で構成する報酬委員会にて審議し、取締役会の決議により決定しております。 
　取締役の報酬は、基本報酬、賞与・譲渡制限付株式で構成され、その具体的内容は以下のとおりであります。 
　基本報酬は、役位に応じた固定報酬とし、経営環境・世間水準を考慮して適正な水準で設定しております。 
　賞与は、当事業年度の連結利益による業績連動を基本として、経営環境等を総合的に勘案して決定しております。賞与の算定指標は、取締役
が経営者として連結業績全般に対する責任をもつこととして、連結営業利益及び連結当期純利益としております。 
　譲渡制限付株式は、企業価値の持続的な向上を図る中長期のインセンティブとするとともに、株主の皆様との価値共有を進めることを目的とし
て、中長期の連結利益による業績達成度との連動等を基本とし、役位に応じて付与しております。譲渡制限付株式の業績連動指標は、業績目標
の達成に直結するとともに株主の皆様との価値共有に繋がる指標として、連結営業利益としております。 
　社外取締役及び監査役の報酬は、業務執行から独立した立場であることから、固定の基本報酬のみとしております。 

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

　社外取締役及び社外監査役に対しては、関連部署が各種資料の提供・説明等を適時実施することで、適切な意思決定・意見形成のための実 
効的な連携に努めております。 
 
 
 

【代表取締役社長等を退任した者の状況】

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の氏名等

氏名 役職・地位 業務内容
勤務形態・条件 

(常勤・非常勤、報酬有無等)
社長等退任日 任期

石川　國雄 相談役 経済団体活動、社会貢献活動等 【勤務形態】　非常勤　　【報酬】有 2013/6/21 2020年９月

村上　治 名誉顧問 経済団体活動、社会貢献活動等 【勤務形態】　非常勤　　【報酬】無 1997/6/27 任期の定めなし

貝淵　俊二 名誉顧問 経済団体活動、社会貢献活動等 【勤務形態】　非常勤　　【報酬】無 2003/6/27 任期の定めなし

髙島　征二 名誉顧問 経済団体活動、社会貢献活動等 【勤務形態】　非常勤　　【報酬】有 2008/6/23 任期の定めなし

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の合計人数 4 名

その他の事項

１.相談役、名誉顧問の任命に際しては、取締役会の決議を要します。 
２.相談役、名誉顧問は、当社の業務執行および監督には一切関与しません。 

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

　当社は、執行役員制度を採用し、経営の意思決定・監督機能と業務執行機能を分離して、コーポレート・ガバナンスの一層の強化を図るととも 
に、迅速かつ的確な意思決定及び執行を行っております。 
　取締役会は、重要事項の決定及び業務執行の監督を行い、執行役員は取締役会の決定に基づき、業務を執行します。また、当社は経営会議 
を開催し、重要な業務の執行に関する事項についての審議を行っております。 
　さらに、取締役会の内部機関として「指名委員会」「報酬委員会」を設置し、企業統治の更なる充実に努めております。指名委員会は取締役候補 
の選解任等に関する審議を、報酬委員会は取締役報酬・賞与等に関する審議を行い、取締役会へ所要事項を報告しております。 
　内部監査については、業務監査を中心に、当社全部門及びグループ子会社を対象として監査を実施しております。監査役監査については、監 
査の方針・監査計画等に従い、取締役会その他重要な会議への出席、取締役などからその職務の執行状況の聴取、主要な事業所・子会社の業 
務及び財産状況の監査を実施しております。 



３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　当社は、監査役会設置会社を選択し、監査役・監査役会は監査の方針・監査計画などに従い、取締役会その他重要な会議へ出席し、公平・公
正の観点から、取締役会などからその職務の執行状況の聴取、主要な事業所・グループ会社の業務及び財産状況の監査などを実施する体制と
することで適正なコーポレート・ガバナンスを確保できるものと判断し、当該体制を採用しております。 
　社外取締役及び社外監査役が当社の企業統治において果たす機能及び役割は、社外取締役については、豊富な経験と幅広い識見を踏まえた
発言を行うことにより、独立・中立的な立場から当社の経営の監督・監視機能を果たすと考えております。また、社外監査役については、客観的な
立場で高い専門性、豊富な経験と幅広い識見に基づく視点を監査に活かすことで、経営監視機能を果たすと考えております。 



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送

　第５１回定時株主総会（2005年6月）より、株主総会招集通知の早期発送を実施しておりま
す。また、第６０回定時株主総会（2014年6月）より、発送に先駆け、当社ホームページ、議決権
電子行使プラットフォーム、及び東京証券取引所のウェブサイトに掲載しております。 
 

集中日を回避した株主総会の設定
　第５０回定時株主総会（2004年6月）より集中日を回避して定時株主総会を開催しておりま
す。 
 

電磁的方法による議決権の行使
　第５１回定時株主総会（2005年6月）より導入しており、現在では、インターネットに接続可能な
スマートフォン、パソコン等の利用による議決権の行使が可能となっております。 
 

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環
境向上に向けた取組み

　第５３回定時株主総会（2007年6月）より、機関投資家が議決権を行使しやすい環境を提供す
ることを目的に、株式会社ICJが運営する議決権電子行使プラットフォームに参加しておりま
す。 

招集通知（要約）の英文での提供
　当社ホームページ及び東京証券取引所のウェブサイトに招集通知（要約）の英文を掲載して
おります。 

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明
代表者自身
による説明

の有無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表

　当社は、株主・投資家を含むあらゆるステークホルダーの当社に対する理 
解を促進し、適正な評価と信頼を得ることを目的として、当社に関する情報を 
公平かつ適時適切に開示するとともに、積極的でわかりやすいＩＲ活動を行っ 
ております。 
 

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

　第２四半期決算および期末決算の年二回説明会を開催しております。それ 
ぞれ決算発表後約１週間の間に開催しており、毎回数十名の機関投資家と証
券アナリストが参加しております。 
 

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
　代表取締役が北米・欧州を中心とした海外投資家を毎年訪問し、業績等の 
説明を行っております。 
 

あり

IR資料のホームページ掲載

　当社ホームページにおいて、会社・経営・株式情報・ニュースリリース等を紹 
介しているほか、決算短信、決算説明会資料、月次受注状況等の各種資料を 
経年で掲載しております。 
　また、海外の株主・投資家向けに英文サイトを設け、各種英文資料等を掲載 
しております。 
 

IRに関する部署（担当者）の設置
　経営企画部に専任者３名を配置しております。 
 

その他
　代表取締役が国内の機関投資家に、経営方針・決算状況等を直接説明 
しております。また、事業・現場説明会を随時開催しております。 
 

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの
立場の尊重について規定

　当社グループは、CSR基本方針となるグループ理念に、「技術力を培う」「豊かさを求める」「社
会に貢献する」を掲げ、誠実性と透明性を経営上の基本的な規範として事業運営に取り組んで
います。 
　このグループ理念を実現するためには、当社グループのステークホルダーとエンゲージメント
を行い、課題を抽出しながら共により良い社会の共創に取り組んでいます。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

　地球環境と共生していくことは企業にとって社会的な責任であり持続可能な社会を築く大きな
要素です。当社グループは、情報通信ネットワーク構築技術を基軸にし、お客様の満足を得るソ
リューションを提供する企業として事業活動を行っていますが、その事業活動においても環境と
の調和を念頭に置き、事業活動に伴う環境負荷の低減に努めています。



ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

　当社は、情報開示は重要な経営課題のひとつであり、すべてのステークホルダーから理解を
得るために、適切な情報開示を行うことが必要不可欠と認識しております。 
　そのため、法令に基づく開示以外にも、重要と判断される情報（非財務情報を含む）について
は、当社ウェブサイトや統合報告書（コーポレートレポート）等の手段により、積極的に開示を
行っております。

その他

　多様化するお客様ニーズへの迅速かつ柔軟な対応と、事業の発展と業績向上のため、「Ｔｅａ
ｍ　ＥＸＥＯ」としてジェンダー、信条、国籍、障がいの有無、性的志向等を問わず多様な価値観
を認め合う風土づくりを目ざし、ダイバーシティ＆インクルージョンを推進しております。人事部ダ
イバーシティ推進室を設置し、より効果的・体系的に各施策を展開しております。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

　当社グループは、「技術力を培う 豊かさを求める 社会に貢献する」という企業理念を基本とし、その実現のため、当社グループ取締役及び使 
用人一人ひとりが誠実性と透明性をもった企業経営を実践してまいります。 
　当社取締役会において決議した、業務の適正を確保するための体制に関する基本方針は次のとおりであります。 
 
(1)取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 
・法令及び社会規範・企業倫理の遵守を経営の最優先事項と位置づけ、それを確固たるものとする仕組みとしてコンプライアンス・プログラムを制 
定し、取締役は自ら当該プログラムを実践するとともに使用人に周知徹底を図る。使用人は同プログラムに従い誠実に業務を遂行する。 
・また、コンプライアンスに関するリスクの未然防止と早期解決を図るため内部通報制度を設置する。 
・社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対しては、弁護士や警察等とも連携して、毅然とした姿勢で組織的に対応する。 
 
(2)取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 
・取締役の職務の執行に係る情報については、文書及び記録の管理に関する規程に則り、その保存及び管理を適正に実施する。 
・また、当該情報について、監査役からの閲覧請求があった場合、同規程に定める文書管理責任者は速やかに提出する。 
 
(3)損失の危険の管理に関する規程その他の体制 
・リスク管理に係る規程に則り、代表取締役社長の下にリスク管理体制を整備し、その充実を図る。 
・リスク管理部門は、各部門によるリスクの抽出、評価、対応策の実施状況を把握するとともにリスク管理の推進を図る。 
・内部監査部門は独立した立場から監査を実施する。 
 
(4)取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する体制 
・代表取締役社長は取締役及び使用人が共有する全社的な目標を定め、この浸透を図るとともに、目標達成に向けて各部門が実施すべき具体 
的な施策を策定し、取締役会の承認を得る。 
・また、代表取締役社長をはじめ、取締役は、全組織的な会議の場を活用し、円滑な業務執行のための情報交換や指示・支援を行う。 
・職務の執行に当たっては社内システムを活用し、事業計画の進捗状況の管理を行うとともに、取締役会が定期的にレビューを実施する。 
 
(5)当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 
・当社は、財務報告に係る内部統制の基本方針に則り、適切に報告する体制及び運用状況を定期的・継続的に評価する仕組みを整備し、グルー 
プ企業の財務報告の信頼性と適正性を確保する。 
・グループ企業の営業成績、財務状況その他経営上重要な情報については、当社が定める子会社運営規程等において、グループ企業に対し、 
当社への報告又は当社の承認を得ることを義務づける。 
・当社は、当社グループ全体のリスク管理に係る「リスク管理規程」を策定し、グループ全体のリスクを網羅的・統括的に管理する。 
・当社は、グループ企業の取締役の職務執行の効率性を確保するため、当社グループの中期経営計画を策定し、また、グループ事業を統括する 
部門を設置するとともに、グループ社長会議等により円滑な業務運営に努める。 
・当社は、グループコンプライアンス・マニュアルを作成し、グループ企業の全ての取締役、監査役及び使用人に周知徹底する。 
・当社は、グループ企業の取締役、監査役及び使用人を対象とした、法令遵守等に関する研修を毎年実施し、コンプライアンス意識の醸成を図 
る。 
・当社内部監査部門は、グループ企業各社の業務の有効性、適正性の監査を実施する。 
 
(6)監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項 
・監査役がその職務を補助すべき使用人を設置することを求めた場合は、 業務執行から独立した専属の組織を設置する。 
 
(7)前号の使用人の取締役からの独立性及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項 
・上記の補助者の人事異動・人事評価・懲戒処分は監査役会の承認を得ることとし、また、当該補助者は他部門を兼務せず、もっぱら監査役の指 
揮命令に従わなければならないこととする。 
 
(8)取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制 
・「監査役会報告規程」に則り、取締役及び使用人は、適時、適切に監査役会に報告する。 
 
(9)子会社の取締役、監査役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査役に報告するための体制 
・グループ企業の取締役、監査役及び使用人は、当社監査役から業務執行に関する事項について報告を求められたときは、速やかに適切な報 
告を行う。 
・当社リスク管理部門は、定期的に当社監査役に対する報告会を実施し、当社グループにおけるコンプライアンス、リスク管理等の現状を報告す 
る。 
 
(10)前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制 
・当社は、当社監査役へ報告を行った当社グループの取締役、監査役及び使用人に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを行う
ことを禁止する。 
 
(11)監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方 
針に関する事項 
・監査役がその職務の執行について必要と認められる費用又は債務の処理を当社に対し請求したときは、当社は速やかに当該費用を支払い、 
又は債務を処理する。 
 
(12)その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 
・当社は、監査役に対して、取締役及び使用人からヒアリングを実施する機会を保障するとともに、監査役は、代表取締役社長、監査法人とそれ
ぞれ定期的に意見交換会を開催する。 
 

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

　当社は、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対しては、弁護士や警察等とも連携して、毅然とした姿勢で組織的に対応 
することを基本方針としております。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

――― 

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

適時開示体制の概要 
　当社グループは、重要な決定事実及び決算に関する情報については、取締役会などの決議・決定が行なわれた時点で適切に情報開示を行っ 
ております。また、重要な発生事実に関する情報については、その発生を認識した時点で迅速に開示しております。 
　さらに、投資家の投資判断に影響を及ぼすと判断される情報などについても積極的に開示し、経営の透明性を高めるよう努めております。 
　なお、情報開示手続きについては、東京証券取引所の電子開示システム（ＴＤｎｅｔ）への登録受付終了後、同取引所内の記者クラブへ当該資料 
を配布するとともに、当社ホームページへの掲載も併せて行っております。 
 
 
 
 


